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 みなさんこんにちは。シェパードという会社で獣医師をしている松本大策で

す。最近の穀物高を受けて、というわけではありませんが、肉用牛生産の多様

性のために、放牧や粗飼料主体による肥育についての情報が欲しいという依頼

を受けました。いろいろな学者の先生が貴重な試験をなさっていますが、僕な

りの考えや実践事例の中で、みなさんの参考になることがあれば、と思いお引

き受けすることにしました。 
 この記事では、まず最初にグラスフェッドとは何か、そしてつぎにマーケテ

ィング（販売戦略）のお話し、その後で初めてグラスフェッドの実際をお話し

したいと思います。いくら作っても商売にならないと仕方ありませんし、そう

いう畜産農家さんが大勢いいる事に心を痛めているのです。ですから、しっか

り「仕事」として成り立つような戦略を立ててから、実際に取り組み方を考え

たいのです。 
 
１：グラスフェッドとはなにか？ 
 まず、グラスフェッド、もしくはグラスフィーディングと呼ばれる肥育につ

いて、簡単にご説明しておきましょう。一般に肥育というと、穀物を主体とす

る飼料を多給します。これをグレインフェッド、もしくはグレインフィーディ

ングと呼びます。まずは、このグレインフェッドについてしっかり押さえてお

きましょう。その方が、これから一緒に勉強するグラスフェッドの優位性や欠

点、どのように消費者に受け入れてもらうか、などを理解しやすいと思うから

です。 
我が国が世界に誇る「黒毛和種肥育牛」の場合、短期肥育と呼ばれる約１８ヶ

月前後の肥育でさえ、１頭仕上げるのに５，４ｔもの穀物を給与するのです。

１頭の牛から取れる枝肉は５００kg 前後ですから、約１０倍以上の穀物を必要
とするわけですね。 
これは、他の肉用家畜と比較しても、同じ量のお肉を作るのに大変多くの穀物

が必要となるわけです。たとえば、ブロイラー（肉用鶏）の場合、１羽を育て

るのに最大で７ｋｇ程度の飼料で十分ですし、肉用豚の場合でも３００～３２

０ｋｇの飼料で十分です。鶏の場合、精肉が１，１２５ｇ（牛でいう枝肉は「中

抜き」とよばれて１，８２５ｇになります）１羽あたり平均仕上がり体重２，

６００ｇですから、枝肉歩留まりは７０．２％程度になります。 
ご存じの通り、我が国は食糧自給率が４０％を切っています。牛肉は日本で作



っても、そのエサである穀物はほ

ぼ完全輸入品ですから、これも自

給食料と言えないわけです。しか

もかなり効率は良くないと言え

るでしょう。 
もう少し細かく肥育牛を育てる

のに必要な飼料を見ていきまし

ょう。じつは、この調査は、うち

の新人の伏見獣医師がやってく

れたものですが（めんどうくさい

ことを押しつけてごめんね、伏見

先生）、肥育牛の飼料は大まか

に、大麦・フスマ・特殊フスマ・

トウモロコシ・ホミニーフィー

ド・大豆からなります。これら

１つ１つについて、配合割合に

基づいて肥育期間中に必要な

量を産出したのが図１です。 
そしてこれらの作物を収穫す

るのに必要な畑の広さを計算

すると、図２のように、なんと

肥育牛１頭を仕上げるのに必

要な畑の面積は 43.29a (4329
㎡)アールにもなるのです。東
京ドーム球場の広さが 13，
000 ㎡ですから、この面積の
畑があっても、たった３頭分

の肥育牛の飼料しか作れない

事になるのです（図３）。 
いま、日本ではかつてない穀

物高と景気不透明感で畜産は

大きな危機にさらされていま

す。しかし、世界に目を向け

ると、「家畜のエサ」どころか

人間の食べ物が手に入らないような状況があるのです。そのような中で、いつ

までも穀物多給型の肥育が、いまのような頭数で成り立つ可能性はかなり低い



と言えるでしょう。 
さらに日本の食糧自給率が低下しているといいつつ、耕作放棄地は＊＊ｈａに

も上っているというのです。しかも農業者の年齢はかなり高齢化していますか

ら、さらにこの面積は増加すると思われます。この耕作放棄地のうち、機械化

がたやすい部分は穀類生産や効率的な粗飼料生産などに回し、機械化が難しい

ところは放牧によるグラスフェッドに利用する、といった方策を実施出来れば、

かなり食料自給率も改善するのではないでしょうか。 
なんだか理屈っぽくなっていますが、僕はこういったことを知っておくと、グ

ラスフェッドのマーケティング（消費者への売り方のことです）を実施して行

くに当たって大変有利だと考えるのです。いまの日本の農業教育の大きな問題

点の１つとして、「販売の仕方（マーケティング）を教えていない」という事が

上げられると思います。これはひねくれた見方をすると、「都合の良い使い捨て

技術者」を作っているとも考えられるのです。 
ですから、僕はグラスフェッドによる肥育牛の生産について原稿を書くに当た

って、まずグラスフェッドによる肥育牛肉の販売戦略について考えてみたいと

思っているのです。 
 グラスフェッド（粗飼料による肥育）がグレインフェッド（穀物による肥育）

に比べて不利だと考えられる点も押さえておきましょう。まず、なんといって

も粗飼料と穀物では、含まれるカロリーやタンパク質の量が違います。ですか

ら増体効率などは明らかに劣ります。また、グラスフェッドではグレインフェ

ッドに比べて給与できるカロリーが少ないことから、余剰カロリー（吸収した

カロリーのうち、成長や維持、運動に必要なカロリーなどを消費した残り）の

蓄積である「サシ」の量についても明らかに不利です。 
 あとは、粗飼料による肥育牛肉では穀物多給の肥育牛肉に比べて「獣臭」が

強い、という点も忘れてはなりません。これらの欠点は、逆に特徴として販売

戦略に使うことも出来ますし、あるいは、消費者に不評な部分は改善の努力が

出来ます。このあたりは、おいおい一緒に考えていきましょう。 


